


表 �
 名詞の分類
名詞 素材 調味料 容器 道具
記号 �素� �調� �現在は不使用�

例 にんじん 塩 グラタン皿 オーブン
鶏肉 こしょう 包丁

表 �
 動詞の分類
動詞 調理 混合 分離 設置
記号 �単� �混�

例 焼く� 加える� 分ける� 置く�
切る 混ぜる はずす 入れる

は、同じ素材（ �素�）を含む最も近い中間生成物に
接続する。さらに残った中間生成物は、同じ調味料
（ �調�）を含む最も近い中間生成物に接続する。

以上の手順に従って、図 �に示すように、短い文書に
対する構造解析の予備実験を行ない、正しく料理手順の
構造を表すグラフを抽出できた。なおこの実験に用いた
辞書は人手で作成した。

� まとめと今後の方針
我々は、作成手順の説明書に対する構造解析およびそ

のデータフローグラフの自動作成手法を提案し、予備実
験を通してその有効性を示した。
今後はさらに大量の文章に対して本手法を適用し、手

法の改善、評価実験などを行なう予定である。本稿で
は理想的な辞書の存在を仮定して実験を行なったが、対
象ごとに辞書を手動で作成するのは大変な手間である。
我々は、手順説明文書は語彙が限定されるため、必要と
なるキーワードは特殊なものが多いことに着目し、���
�������� ��������� �� ��!� �"�����# ����������な
ど統計的な手法を利用した単語抽出による辞書の自動生
成を検討中である。
さらにデータフローグラフからは、文書の再構築、デー

タベース作成、手順の最適化など、様々な応用が考えら
れる。
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図 �
 料理のテキスト教材における手順の構造解析
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図 �
 料理テキストの文章とその構造解析結果の例


